
2030年のめざす姿に向けた各主体の役割（案）

2030年のめざす姿（案）

パートナーシップで創る 快適な都市環境と⾃然が調和したまち

市（⾏政）

市⺠ 事業者

⽬標と⽅向性の提⽰

持続可能な社会づくりの担い⼿を育成

積極的な環境配慮で各主体をけん引

⾏動を促進する基盤づくり

持続可能なライフスタイルへの転換 事業活動における⾃主的・積極的な

環境負荷の低減

家庭・職場・地域社会などの⽇常⽣活において、ライフ

スタイルを持続可能なものへと転換していく。
事業活動の全ての段階に環境配慮を組み⼊れる。ま

た、環境保全に関する、新しい技術・製品の開発や

サービスを展開する。

制度整備、活動の⽀援、パートナーシップの

構築推進

⾏動を促進する基盤づくり

取組の⽬標や、それに向けての⽅向性を提⽰

情報提供や普及啓発など、あらゆる教育を通して

主体的に⾏動する⼈を育てる。

⾃ら積極的に取り組み、各主体をけん引する。

制度整備、活動の⽀援、パートナーシップの

構築推進
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